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審査結果の概要   

 

 

本論文は，育児不安や育児困難感に悩む母親のグループにおいて，「母親グループの被

サポート感尺度の作成」を行い，さらに愛着スタイルの違いから「グループメンバー同士

のサポート力」の高いグループ編成について明らかにしたものである。 

予備審査では，研究背景や研究課題の明確化についての先行研究を踏まえたより理論的

な説明の必要性，研究課題の検討，使用した尺度と関連概念との整合性が明確になるよう

に十分説明すること，開発した尺度についてのさらなる妥当性の検討が今後の課題として

挙げられることなどが指摘された。 

本審査では，指摘された事項に関して検討し，詳細で論理的な記述がされたのを確認し

たが，さらに論文構成の不十分さが指摘され洗練されるよう助言を受けた。 

本論文は，育児不安や育児困難感に悩む母親のグループにおける尺度開発を行った点，

またそれらのグループにおいて，サポート力が高いのはどのようなグループ編成であるか

を明らかにした点，いずれにおいても実践における活用性が高い点が評価された。今後，

対象数をさらに増やし，検証が期待される。 

以上の結果より，本論文は悩みを持つ母親のグループのサポートに関して，子どもと家

族の看護実践の貢献に価値ある研究と認められ，博士(看護学)を授与することに値するも

のであり，論文審査および最終試験に合格したと判断した。 

 


